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 要  旨 
近年，設計の多目的化やコンカレントエンジニアリングの普及に対応するため，設
計における 3D-CADを中心としたコンピュータツールの利用が益々増加している． 
 一方で設計とは，設計条件から設計解を得るために，多くの知識を必要とする知的
作業であり，豊富な知識や経験的なノウハウ，複雑な判断，あるいは高度な専門知識
を基にした創造的な発想や意思決定が要求される．そのため，設計を支援するために
は，設計者が必要とする設計知識やノウハウの活用を支援する機能を持つことが望ま
れる．しかし，現状のコンピュータツールによる支援は幾何情報を利用したモデルの
作成や構造解析・評価を中心としており，設計者の意図に沿った知識を提示し設計者
の発想を促すような知識利用への直接的な支援も，新たな情報を知識として積極的に
蓄積し再利用に備えるような間接的な支援も，コンピュータベースで行うには困難で
あるのが実状である． 
そこで本研究では，設計における知識利用形態の 1つとして多くの設計者が用いる
事例ベースの設計法に注目し，設計者が事例を用いた試行錯誤や問題解決，新たな発
想の創造などを効率的に行えるように，知識の獲得から再利用までのプロセスを一貫
して支援する手法を提案する． 
 そのために，知識を記述し明示するための手段として，設計者の意図やノウハウの
強く反映される概念構造のネットワーク化を行うオントロジーと，設計者の意図を汲
み取り設計者の代理となって様々な処理を行うエージェント技術を組み合わせ，さら
に，3D-CAD から設計者自身が知識の記述を容易に行えるように 3D-CAD に知識記
述用のインターフェースをアドインにより構築・導入する．オントロジー，エージェ
ント，3D-CADを連繋させることで，設計者の意図を踏まえた知識の管理・運用が可
能，すなわち事例の再利用と蓄積を基礎とした，設計者の創造的発想を支援するシス
テムを開発するとともに，実際の設計例に適用することで提案する支援法の有効性を
示す． 
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